
江津
江津
本町

千金 川平

八十神
やそがみ

恵比須
えびす

日本武尊
やまとたけるのみこと

大江山
おおえやま

川戸

鈴鹿山
すずかやま

田津

かっこ　きりめ

駅名

神楽愛称駅名
羯鼓・切目

石見
簗瀬

明塚 粕淵 浜原

岩戸
いわと

黒塚
くろづか

神武
じんむ

大蛇
おろち

沢谷

猿丸太夫
さるまだゆう

潮

しおはらい
潮払い

香淀式敷

信木 所木

羅生門
らしょうもん

滝夜叉姫
たきやしゃひめ

子持山姥
こもちやまうば

玉藻の前
たまものまえ

船佐

あっこでん
悪狐伝

長谷

しょうき
鍾馗

粟屋

そがきょうだい
曽我兄弟

尾関山

もみじがり
紅葉狩

三次

つちぐも
土蜘蛛

石見
川越

よりまさ
頼政

鹿賀

ちがえし
道返し

因原

けんまい
剣舞

石見
川本

はちまん
八幡

木路原

てんじん
天神

竹

かしま
鹿島

（くにゆずり）
（国譲り）

乙原

おびまい
帯舞

石見
松原

もどりばし
戻り橋

石見
都賀

かみかけのまつ
髪掛けの松

宇都井

じんりん
塵倫

伊賀
和志

すずあわせ
鈴合せ

口羽

かみおろし
神降し

江平

ごりゅうおう
五龍王

作木口

どうのくち
胴の口



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

江津 八十神
やそがみ

【登場人物】　大国主命
おおくにぬしのみこと

　八上姫
やかみひめ

　八十神兄弟
やそがみきょうだい

：武彦
たけひこ

・乙彦
おとひこ

出雲大社の神様として有名な大国主命は八上姫と相思相愛、美男

美女のカップルでした。しかしそれを妬んで邪魔をするのが、大

国主の兄である八十神達です。彼らは見た目も心も醜く、何度も

大国主を殺害して八上姫を手に入れようとしますが、最後には大

国主にあえなくやっつけられてしまいます。大国主は国土づくり

に励み、葦原
あしはら

の中津
なかつ

国(日本の古名)を造り上げ、立派な主となるの

でした。

悪者の八十神達ですが、とぼけたアドリブが楽しく、どこか憎め

ないキャラクターです。

大国主の恋物語や国造りに尽力する姿は、江津ゆかりの柿
かきの

本人麻呂
もとのひとまろ

とどこかイメージが重なりはしないだろうか。

出雲大社の祭神・「縁結び」の神・大国主が主役のこの神

楽駅を出発点に、三江線に乗って「縁が深まる」石見の旅

を楽しんでいただきたい。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
江津駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
江津駅浜田方向



Kawai
タイプライターテキスト
江津駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

江津本町 恵比須
えびす

【登場人物】　大人
だいじん

　宮人
みやびと

　事代主命
ことしろぬしのみこと

大人（立派な人・旅人）が出雲大社に参拝
さんぱい

しようとする途中、美

保神社に立ち寄ります。そこで宮人からいろいろといわれを聞き

ますと、ご祭神
さいじん

は「恵比須(事代主命)」で、今も波風静かなときは

磯辺で釣りする姿が見られると語ります。大人が数日滞在する

と、ついに恵比須様が姿をあらわし、立派な鯛を釣り上げます。

恵比須様の鯛釣りの様子はとってもコミカル。釣りエサとしてま

かれる飴は子供達に大人気です。

江津は「江の川の津（港）」の意味で、昔は貿易の主要地

であった。

ここは港に因み、商売繁盛
しょうばいはんじょう

・福徳円満
ふくとくえんまん

の神・恵比須様にあ

やかりたい。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
江津本町駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
江津本町駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
江津本町駅



Kawai
タイプライターテキスト
江津本町駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

千金 日本武尊
やまとたけるのみこと

【登場人物】　日本武尊
やまとたけるのみこと

　吉備武彦
きびのたけひこ

　大和姫
やまとひめ

　賊首
ひとこのかみ

　兄
あに

ぎし・弟
おと

ぎし

日本武尊は父・景
けい

行
こう

天皇
てんのう

の命令により、吉備武彦を伴い東国・蝦
えぞ

夷平定に向かいます。途中、叔母である大和姫のもとに立ち寄

り、村雲
むらくも

の宝剣と守り袋を授かります。

一方、武尊の進軍を聞いた蝦夷の兄ぎし・弟ぎしの悪者兄弟は大

慌てで、親分の賊首に相談します。そして、焼き討ちにする謀略

をめぐらし、武尊の到来を待ちます。武尊がやって来ると兄ぎし

たちは「大きな野原に鹿がいて暴れるので作物が出来ず、年貢も

納められないから退治してください。」と嘘をつき、大野に誘い

入れ火を放ち、焼き殺そうとします。

しかし武尊は村雲の宝剣で草をなぎ払い、守り袋に入っていた火

打石で迎え火を起こし難を逃れ、兄ぎしたちを退治し、東国を無

事平定したのでした。

このとき「村雲剣」は「草薙
くさなぎの

剣
つるぎ

」と名を変え、三種の神器として

今に伝わります。

千は優れている、金は鉄のことで、かつて良質の砂鉄が採

れたという。

日本武尊は石見神楽を代表する太刀舞であり、「草薙剣
くさなぎのつるぎ

」

の威徳
いとく

を語っている。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
千金駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
千金駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
千金駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

川平 大江
おおえ

山
やま

【登場人物】　源頼光
みなもとのらいこう

　四天王
してんのう

（渡辺綱
わたなべのつな

・坂田金時
さかたのきんとき

など）　大天
だいてんぐ

狗　紅葉姫
もみじひめ

　酒呑童子
しゅてんどうじ

　手下の鬼（茨木童子
いばらぎどうじ

など数匹）

酒呑童子は多くの手下を従え、丹波国
たんばのくに

（京都府）大江山に立てこ

もり、夜な夜な都において女人
にょにん

をさらい、金銀財宝を掠
かす

め取るな

ど、悪逆
あくぎゃく

の限りをつくしていました。都の人々は大変恐れ、その

嘆き悲しむ声はついに帝
みかど

に聞こえ、武勇に優れた源頼光に童子討

伐の勅命
ちょくめい

が下ります。

頼光は家来の四天王と共に山伏姿となって山中に分け入り、童子

の岩屋にたどり着き、一夜の宿を求めます。童子は本当の山伏か

どうか疑いますが、問答の末、すっかり疑いは解け、頼光が持参

した「人便鬼毒
じんべんきどく

の神酒
しんしゅ

」に酔い伏してしまいます。

時を得た頼光主従は、一斉に切りかかり、童子も妖術を使って応

戦しますが、ついに討ち取られてしまいます。

この演目は鬼が多く登場する豪華版。蜘蛛の妖術の様々な仕掛け

にはワクワクします。

川平神楽社中は古くから新曲目である「大江山」を伝えて

おり、酒呑童子面は大型で自慢の逸品である。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
川平駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
川平駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
川平駅



Kawai
タイプライターテキスト
川平駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

川戸 鈴鹿
すずか

山
やま

【登場
とうじょう

人物
じんぶつ

】　坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

　里人
さとびと

　鬼人
きじん

鎮守府
ちんじゅふ

将軍・坂上田村麻呂が伊勢の国(三重県)鈴鹿山に住む鬼人の

退治に向かいます。途中出会った里人から山の様子を聞き、その

里人の案内によって山中に攻め入り、見事鬼人を退治します。

六調子神楽ならではのこの演目。三江線をさらに進んだ安芸高田

市周辺では同じ「鈴鹿山」でも登場人物が増え、ストーリーもド

ラマティックに。沿線の神楽の様々な違いにもぜひご注目。

地元・川戸舞子連中も得意とするこの演目は、桜江町
さくらえちょう

をは

じめとして邑智六調子地帯ならではの演目である。

桜江沿線の山々が醸
かも

す深山幽谷
しんざんゆうこく

の趣
おもむき

は、鬼人の住処
すみか

に相応

しい雰囲気がある。

付近の市山地区には「大元神楽伝承館
おおもとかぐらでんしょうかん

」があり、ここ桜江

町は国指定重要無形文化財「大元神楽」のメッカと言え

る。

この地から三江線とともに六調子神楽が伝えられ、変遷し

ていく。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
川戸駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
川戸駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
川戸駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

田津 羯
かっこ

鼓・切目
きりめ

【登場人物】　神禰宜
かんねぎ

　天女
てんにょ

　切目王子
きりめのおうじ

紀伊の国（和歌山）熊野権現
くまのごんげん

・切目王子に仕える神禰宜（神官）

が、高天原から降りた「羯鼓
かっこ

太鼓」という宝物を、よく鳴る所に

工夫して据えようと、さまざまに試行錯誤する様を滑稽に舞いま

す。しかし気難しい切目王子は「高い」「低い」となかなか納得

しません。

ようやくちょうどいいところに据え置くと、切目王子と天女が出

現して、天地の根本について問答をし、太鼓を打ち鳴らして天下

泰平、国家安泰を祈ります。

江津ブランド・「桜江
さくらえ

ごぼう」の産地。

こだわりの有機ごぼうは、神禰宜同様、生産者が試行錯誤

をあきらめず重ね、産み出された逸品だ。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
田津駅



Kawai
タイプライターテキスト
田津駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
田津駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
田津駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

石見川越 頼政
よりまさ

【登場人物】　源頼政
みなもとのよりまさ

　猪早太
いのはやた

　百姓
ひゃくしょう

　猿数匹
さるすうひき

　鵺
ぬえ

平安時代、帝
みかど

の住む御殿の上を、毎夜黒雲が覆い、怪しい魔物が

奇妙な声で鳴くので、まだ幼い帝はおびえてしまい、心身が弱っ

てしまいました。そこで源頼政が召され、家臣・猪早太とともに

退冶に向かい、見事黒雲の中に魔物を射止めます。その正体は頭

猿・体牛・手足虎・尾蛇の「鵺」という化鳥
けちょう

でした。

途中で登場する着ぐるみの猿たちはイタズラが大好き。客席に乱

入して観客を沸かせます。

甘南備寺
かんなびじ

に残る「黄櫨匂威大鎧残闕
はじにおいおどしおおよろいざんけつ

」は日本に現存する鎧

のうち、３番目に古いもので、平安時代、京都・宇治川の

先陣争いで名を残す「佐々木高綱
ささきたかつな

」使用のものとされる。

去る四年前、平家が栄華を誇るとき挙兵し、源平合戦の引

き金を引いたのが「源頼政」であり、宇治川にて自害して

いる。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
石見川越駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見川越駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見川越駅



Kawai
タイプライターテキスト
石見川越駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

鹿賀 道
ち

返
がえ

し

【登場人物】　武甕槌命
たけみかづちのみこと

　大
だい

魔王
まおう

世界万国を荒らしまわる大魔王が日本に来たので、武甕槌命が退

冶に向かいます。はじめは和歌による戦い、その後、刀を持って

激しく戦い、ついに魔王を降参させます。魔王は「これからは人

を食べず、稲を食べます。」と誓い九州高千穂に逃げ去ります。

珍しく鬼が退治されず、道の途中で引き返し、また、悪道
あくどう

から善
ぜんど

道
う

に返る、というのが演目名の由来とされています。

春日神社はタケミカズチが祭神。桜江町
さくらえちょう

は大元
おおもと

神楽のメッ

カだが、鹿賀
しかが

地区を始め周辺の大貫
おおのき

、川越地区の秋祭りで

は、八調子の社中が神楽を奉納している。

島根県
江津市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
鹿賀駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
鹿賀駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
鹿賀駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

因原 剣
けん

舞
まい

【登場人物】　舞人
まいびと

４人

四方を清め、神々が集うことを願う儀式舞。

小幣
こへい

を手に持ち、それを笠に見立てて舞う四人舞で、袖を優雅に

ひるがえして舞う姿は美しい。

「四神
よじん

」とも言われ、四人の舞手
まいて

は、東西南北それぞれの神をあ

らわしています。

因原神楽団は今年数十年ぶりに「剣舞」が復活予定。

「～集まりたまえ四方の神々」とうたわれるように、各地

の神楽が集結する「因原交流神楽大会」が毎年開かれてい

る。
島根県
邑智郡
川本町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
因原駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
因原駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
因原駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

石見川本 八幡
はちまん

【登場人物】　八幡麻呂
やはたまろ

（誉田別命
ほむだわけのみこと

）　第六天悪魔王
だいろくてんのあくまおう

八幡の神・八幡麻呂が、欲望を司り人々を堕落
だらく

させる第六天悪魔

王という鬼を、弓矢の威徳
いとく

で退治します。

鬼舞の基本的な舞いであり、鎧に身を包んだ凛々しい八幡麻呂と

鬼の激しい動きが特徴です。

文化初年（１８０４年）頃、川本弓ヶ峰八幡宮
ゆみがみねはちまんぐう

・宮司三浦
みうらしげかた

重賢が書いた神楽台本が、確認される最古のものである。

島根県
邑智郡
川本町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
石見川本駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見川本駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見川本駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
石見川本駅（上りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
石見川本駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
石見川本駅（上りホーム）



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

木路原 天神
てんじん

【登場人物】　菅原道真
すがわらのみちざね

　随身
ずいしん

　藤原時平
ふじわらのときひら

（伴大納言
ばんだいなごん

）

菅原道真は学才に優れ、驚異的な出世を遂げ、天皇の信頼も深い

ものでした。しかしそれを妬んだ藤原時平の嘘の告げ口によっ

て、道真は無実の罪で九州大宰府
だざいふ

に流され無念の死を遂げます。

その後、都では天変地異
てんぺんちい

が続き、時平をはじめ、流罪
るざい

にかかわっ

た人物が雷に打たれ相次いで命を落としたため、人々は道真の祟
たた

りと恐れ、北野に「天満
てんまん

天神」として祀
まつ

り、以後学問の神として

崇拝
すうはい

されています。

神楽では、実際に道真と時平が刃を交えるダイナミックな筋立て

になっています。

地域によっては、時平ではなく伴大納言が悪役として登場しま

す。

県内最大のムクノキがある「木路原天満宮」がある。

天満宮は天神・菅原道真を祀
まつ

った神社。

島根県
邑智郡
川本町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
木路原駅



Kawai
タイプライターテキスト
木路原駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
木路原駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
木路原駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

竹
鹿島
かしま

（国
くに

譲
ゆず

り）

【登場人物】　経津主命
ふつぬしのみこと

　武甕槌命
たけみかづちのみこと

　大国主命
おおくにぬしのみこと

　建御名方命
たけみなかたのみこと

高天原
たかまがはら

(神々の世界)の使者として経津主命と武甕槌命は、出雲の

国・大国主命のもとに降り立ち、豊葦原
とよあしはら

(地上界：日本の古名)を譲

るよう迫ります。

大国主は立派な社を建てることを条件に承諾しますが、２人の息

子のうち、建御名方命は反対し、力比べを挑んできたので、経津

主命が応戦します。大岩を手に取ったり、取っ組み合ったり激し

く渡り合いますが、ついに建御名方命は降参し、国を譲ることに

なりました。

そして物語は天孫
てんそん

降臨
こうりん

へと続いていきます。

このとき国譲りの条件として立てられたのが出雲大社だと伝えら

れています。

市杵島姫神
いちきしまひめ

を祀
まつ

る厳島
いつくしま

神社の下に、「明神岩
みょうじんいわ

」があり水難
すいなんやくよ

厄除
け

に功がある。

鹿島神宮（茨城県）の下にも「要石
かなめいし

」があり、地震の災難

から守っているので、その点からの連想。

祭神はタケミカズチの神であり、「竹」とのゴロもよい。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
竹駅



Kawai
タイプライターテキスト
竹駅



Kawai
タイプライターテキスト
竹駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
竹駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

乙原 帯
おび

舞
まい

【登場人物】　舞人
まいびと

帯を持って舞う儀式舞。

八幡
はちまん

の神が筑紫に誕生した時、白播四流
しろはたよんりゅう

、赤播四流
あかはたよんりゅう

が降りてきた

という伝説に基づいています。

そして、衣・食・住の神のうち、衣の神に感謝し、御心を慰め解

きほぐし、やわらげる意味で舞われる舞と考えられています。

今ではなかなか舞われる事の少ない、稀少な演目です。

地元神楽社中の乙原
おんばら

舞子連中は稀曲「帯舞」を保有。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
乙原駅

Kawai
タイプライターテキスト



Kawai
タイプライターテキスト
乙原駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
乙原駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

石見簗瀬 岩戸
いわと

【登場人物】　天照大神
あまてらすおおみかみ

　児屋根命
こやねのみこと

　太玉命
ふとだまのみこと

　宇津女命
うづめのみこと

　手力男
たちからおのみこと

命

　

日本神話「天
あま

の岩戸」を神楽化したものです。

弟・須佐乃男命
すさのおのみこと

の数々の悪行
あくぎょう

に困り果てた天照大神は、天の岩戸

に隠れてしまいます。

すると世の中は真っ暗闇になってしまったため、神々をはじめ万
ばんみ

民
ん

が嘆
なげ

き悲しみました。そこで児屋根命・太玉命をはじめとする

八百万
やおよろず

の神たちが相談し、宇津女命に神楽を舞わせ大いに騒ぎ、

怪しんだ天照大神が岩戸を少し開けて覗
のぞ

き込んだところを、怪力

の手力男命がこじ開け、世の中に再び明るい光が差すという物語

です。

神楽の始まりを説く重要な演目として神聖視
しんせいし

されています。

古来石見三宮
さんのみや

と称された「天津
あまつ

神社」がある。

天津神・尊崇
そんすう

を集める神社であることから「岩戸」を連

想。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
石見簗瀬駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見簗瀬駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見簗瀬駅



Kawai
タイプライターテキスト
石見簗瀬駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

明塚 黒塚
くろづか

【登場人物】　法
ほう

印
いん

　強力
ごうりき

　姫
ひめ

　九尾狐
きゅうびのきつね

　里人
さとびと

　三浦之介
みうらのすけ

　上総
かずさのすけ

之介

陸奥国
みちのくのくに

(栃木県)那須野ヶ原
なすのがはら

にさしかかった法印と強力の山伏一行

は、一夜の宿を求めますが、なかなか見つかりません。ようやく

迎え入れられたあばら家には、美しい女が住んでいました。しか

しその正体は都を追われた金毛九尾
きんもうきゅうび

の悪狐
あっこ

。強力は食べられ、法

印は逃げ帰ります。

その後、弓の名人三浦之介・上総之介によって悪狐は退治されま

す。

法印と強力のアドリブの楽しいやりとりと、九尾狐の妖しい凄み

とのコントラストが魅力の演目です。

塚とのゴロからの連想。

黒塚における法印と強力のやりとりは笑いを誘い、見る人

に元気を与える。

明塚には発電所がある。黒塚の笑いとともにいつまでも

人々のエネルギーの源であってほしい。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
明塚駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
明塚駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
明塚駅



Kawai
タイプライターテキスト
明塚駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

粕淵 神武
じんむ

【登場人物】　神日本磐余彦命
かむやまといわれひこのみこと

(神武天皇
じんむてんのう

)　従者
じゅうしゃ

　長髄彦
ながすねひこ

　手下
てした

神武天皇の建国神話の神楽化。

磐余彦命は理想郷を求め九州日向
ひゅうが

を発ち、東に良き地を求めて進

軍します。船に乗り荒波を渡り、険しき山を越え、様々な困難が

行く手を阻みますが、八咫烏
やだがらす

の導きにより、大和
やまと

の国(奈良県)にた

どり着きます。そこでは豪族・長髄彦の軍が激しく抵抗します

が、激しい戦いの末討ち破り、畝傍
うねび

山
やま

の麓
ふもと

・橿原
かしはら

の地に宮を築い

て王位につき、第一代神武天皇となります。

２神・２悪の４人が激しく刃を交える迫力のある神楽です。

「カヌーの里おおち」や「ゴールデンユートピアおおち」

があり、理想郷を求め船に乗って東に向かった神武神話の

壮大な浪漫を感じる。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
粕淵駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
粕淵駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
粕淵駅



Kawai
タイプライターテキスト
粕淵駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

浜原 大蛇
おろち

【登場人物】　須佐乃男命
すさのおのみこと

　足名槌
あしなづち

　手名槌
てなづち

　稲田姫
いなだひめ

　7番目の姫

八岐大蛇
やまたのおろち

日本神話のクライマックス「八岐大蛇」を神楽化したものです。

出雲国斐伊川
いずものくにひいかわ

上流に住む足名槌・手名槌の老夫婦には８人の娘が

いましたが、毎年八岐大蛇に襲われ、とうとう稲田姫一人を残す

のみとなり、嘆
なげ

き悲しんでいました。そこへ通りかかった須佐乃

男命は事情を聞き、大蛇退治を決意。大蛇に毒酒を呑ませ、酔い

伏したところに剣を振りかざしズタズタに退治します。そして稲

田姫とめでたく結ばれたのでした。

リアルな動きを表現する「蛇胴
じゃどう

」は竹と和紙で出来ており、全長

はなんと１８ｍもあります。入り乱れて火を噴く姿は大迫力、ま

さに石見神楽を代表する演目です。

県内有数の浜原ダムがある。

「大蛇」は斐伊川氾濫の治水が基になったとされ、浜原ダ

ムは「中国太郎（江の川）」治水の要であることから連

想。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
浜原駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
浜原駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
浜原駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
浜原駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
浜原駅（上りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
浜原駅（上りホーム）



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

沢谷 猿
さる

丸
まる

太夫
だゆう

登場人物　猿丸太夫
さるまるだゆう

　従者
じゅうしゃ

　秋
あき

姫
ひめ

　盗賊
とうぞく

　

天武
てんむ

天皇に仕える猿丸太夫は、石見の国司として下ってきます

が、途中、娘の秋姫を盗賊に奪われてしまいます。秋姫を取り戻

すため盗賊と闘いますが、その闘いの中で過って太夫自らの手で

秋姫の命を奪ってしまいます。秋姫の無念を晴らすため険しい山

中をさまよい歩き、盗賊の岩屋を見つけ、見事盗賊を討ち滅ぼし

ます。

地元の伝説をもとに創作された新作演目です。

地元･千原神楽団
ちはらかぐらだん

が創作し演じているこの演目。主人公・

猿丸太夫は柿本人麻呂
かきのもとのひとまろ

を彷彿とさせ、人麻呂終焉地「鴨
かもや

山
ま

」が美郷だとする斉藤茂吉説に思いを馳せる、この地な

らではの創作神楽ではないだろうか。
島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
沢谷駅



Kawai
タイプライターテキスト
沢谷駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
沢谷駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
沢谷駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

潮 潮
しお

払
はら

い

【登場人物】　舞人
まいびと

神楽を奉納するにあたり、舞台である「舞殿
まいでん

」を浄め、神々の降
こうり

臨
ん

を願う舞です。幣と扇を持って舞う一人舞いで、基本的な舞の

型が込められています。

二人での連舞
つれまい

の場合も増えてきました。

潮払い歌「西の海清き新潮
あらしお

汲み上げて　払い清むる神殿
こうどの

の

内」

近くにある潮
うしお

温泉で、身も心も清めてリフレッシュ。 島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
潮駅



Kawai
タイプライターテキスト
潮駅



Kawai
タイプライターテキスト
潮駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
潮駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

石見松原 戻
もど

り橋
ばし

【登場人物】　源頼光
みなもとのらいこう

　渡辺綱
わたなべのつな

　坂田金時
さかたのきんとき

　傘
かさ

売
う

り善兵衛
ぜんべえ

　老婆
ろうば

(茨木童子
いばらぎどうじ

の化身
けしん

)　茨木童子
いばらぎどうじ

　酒呑童子
しゅてんどうじ

平安時代、京の都において、戻り橋や羅生門
らしょうもん

に夜な夜な鬼が出没

し、人々を苦しめていました。

そんな中、傘売りの善兵衛が商いをしますがなかなか売れず、あ

きらめたとき、一人の老婆
ろうば

が傘を求めてきます。快く傘を受け渡

しますが、その正体は茨木童子という鬼でした。危うく襲われか

けたとき、渡辺綱という武士が登場、茨木童子に戦いを挑みま

す。すると茨木童子は親分の酒呑童子を呼び出し大ピンチに。し

かしそこへ坂田金時が加勢に来て、壮絶な戦いを繰り広げます。

最後に綱が茨木童子の左腕を切り落とすと、鬼たちは虚空
こくう

飛天
ひてん

の

妖術で住処
すみか

の大江山に逃げていきます。

旧大和村は個性的な吊り橋などが７つ存在。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
石見松原駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見松原駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見松原駅



Kawai
タイプライターテキスト
石見松原駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

石見都賀 髪
かみ

掛
か

けの松
まつ

【登場人物】　玄太夫宗利
げんだゆうむねとし

　明日香姫
あすかひめ

　水無月
みなづき

　小笠原長親
おがさわらながちか

　美
みやひ

夜姫
め

この物語は美郷町・蟠龍峡
ばんりゅうきょう

に伝わる伝説を神楽化したものです。

鎌倉時代末期、石見初代小笠原四郎三河の守長親は足利の軍勢と

の合戦で功績のあった重臣、玄太夫宗利に恩賞として明日香姫を

妻と与えます。しかし、宗利に好意を抱いていた小間使の水無月

は、明日香姫を妬んで毒を盛ったため、明日香姫は醜い姿に。宗

利は次第に妻を疎み、水無月に心惹
ひ

かれていきます。明日香姫は

水無月に恨みを晴らすべく、水無月を蟠龍峡へ誘い出し、激しい

争いになりますが、差し違えたまま深淵
しんえん

に呑まれ果てていきま

す。そのとき、一本の松に髪が掛かり、残りました。二人を追っ

て来た宗利は、自らの振る舞いを悔い、自害します。

その時、深淵に果てた明日香姫の怨霊が現れ、宗利を伴って昇天

し、他界へと導いて行きます。長親とその妻・美夜姫はそれぞれ

の御魂
みたま

を滝の明神として合祀
ごうし

するという悲恋の物語です。

この演目は地元・都神楽団
みやこかぐらだん

が取り組んでおり、年に１回幡
ばんりゅ

龍峡
うきょう

で上演される。

島根県
邑智郡
美郷町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
石見都賀駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
石見都賀駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
石見都賀駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
石見都賀駅（上りホーム）



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

宇都井 塵
じん

倫
りん

【登場人物】　仲哀天皇
ちゅうあいてんのう

　高
たか

麻呂
まろ

　塵
じん

倫
りん

「塵倫」という翼がある鬼が、異国から攻めてきて、空を飛び

廻って人々を襲うので、第１４代の帝
みかど

・仲哀天皇が家臣・高麻呂

とともに弓矢で射止めます。

仲哀天皇は神話の英雄・日本武尊
やまとたけるのみこと

の第二子です。

この神楽は鬼舞の代表的な人気演目ですが、地域によって解釈は

様々。三江線沿線の神楽ルートでも、様々な姿の塵倫を見ること

が出来ます。

宇都井駅は、地上からホームまでの高さが20メートルも

あり「天空の駅」と称されている。見晴らしのいいホーム

で天空を駆け回る「塵倫」の気分を味わってみては。「塵

倫」と「宇都井駅」の人気のコラボ。

石見神楽での独特な「阿須那
あすな

手」という流派は、現在雪田

神楽団がその伝統を守っている。この「阿須那手」が広島

に伝わりさらに変遷していく。毎年11月3日には阿須那

神楽共演大会が開催される。

また、この地域に残る宇都井神楽保存会が、５年に１度の

年季祭で「天蓋
てんがい

舞」を披露している。

島根県
邑智郡
邑南町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
宇都井駅



Kawai
タイプライターテキスト
宇都井駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
宇都井駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

伊賀和志 鈴
すず

合
あわ

せ

【登場人物】舞人
まいびと

　４人

この舞は、鎌倉時代、静御前
しずかごぜん

が鶴ヶ岡八幡宮で演じた舞を取り入

れ構成したと伝えられています。

八種類の舞で構成され、一の舞二の舞を「四花
よつはな

の舞」、三の舞を

「静の長唄」、四の舞を「めごし」、五の舞を「かけりしず」、

六の舞を「四季の舞」、七の舞を「くみづえの舞」、八の舞を

「八花
やつはな

の舞」と称し、これらを集めて一つの舞としていることか

ら、「八寄
やよせ

」、さらに転じて別名「やよし」と言われています。

伊賀和志神楽団
いかわしかぐらだん

の「鈴合せ」は広島県無形民俗文化財に指

定されている。

「鈴合せ」の装束は狩衣，烏帽子。採り物は剣，杖，鈴

で，４名によって舞われている。

毎年５月には伊賀和志神楽団・作木町自治連合会が中心と

なって無形民俗文化財指定神楽団　「さくぎ共演大会」を

作木町内で開催されている。

広島県
三次市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
伊賀和志駅



Kawai
タイプライターテキスト
伊賀和志駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
伊賀和志駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

口羽 神
かみ

降
おろ

し

【登場
とうじょう

人物
じんぶつ

】　舞
まい

人
びと

神楽奉納の始めに舞われる儀式舞です。「深山
みやま

の真榊
まさかき

」「百浦
ももうら

の

潮
しお

」という清浄な物で、神楽殿の四方と中央を清め、神々をお招

きするという神聖
しんせい

な演目であり、厳
おごそ

かに大切に舞い継がれていま

す。

 「口羽」はこの地域が出羽川の下流域に位置していたこ

とから”出羽川
いずわがわ

流域の入口”の意。

「神降し」は神楽奉納に際し神々を願って舞われる”神楽

奉納の入口”

口羽わんぱく館では毎年「里神楽
さとかぐら

」が開催され、近隣5団

体が集い舞を披露する。

「神降し」で口羽の鎮守
ちんじゅ

”宮尾山八幡宮”からも神が里に

降りてきます。

島根県
邑智郡
邑南町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
口羽駅江津方向

Kawai
タイプライターテキスト



Kawai
タイプライターテキスト
口羽駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
口羽駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
口羽駅（上りホーム）



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

江平 五
ご

龍王
りゅうおう

【登場人物】　青体青竜王
せいたいせいりゅうおう

　赤体赤龍王
せきたいせきりゅうおう

　白体白龍王
はくたいはくりゅうおう

　黒体黒龍
こくたいこくりゅうおう

王　黄体黄龍王
おうたいおうりゅうおう

　黄龍王の使い
おうりゅうおうのつかい

　文選博士
もんぜんはかせ

青赤白黒の４人兄弟の龍王達は東西南北と四季を司っていまし

た。しかし末子の黄龍王には何も領分がなく、その「使い」が

「領分を分けてほしい」と尋ねてきますが、追い返します。いよ

いよ黄龍王が荒々しく登場し、領地を分けるよう迫りますが、四

節などの哲理を論じて退けられ、ついに怒った黄龍王は兵を挙げ

ます。兄達もそれぞれ数十万の軍勢を集め、天地を揺るがす大戦

乱となります。

しかし、最後は天界から降り来た文選博士が、土用
どよう

と中央を新た

に分配し、五等分に収めるという壮大な物語です。

口上は膨大で、四季や農事に因んだ哲学が組み込まれている重要

な演目です。

近くに地域住民と都市住民の交流の場「龍王塾」があり農

作業体験実習等の拠点となっている。

育った環境が違い領地争いを繰り広げた五龍王たちが和解

し、共生していく姿は、どこか地域・都市交流と通じるも

のがある。

島根県
邑智郡
邑南町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
江平駅



Kawai
タイプライターテキスト
江平駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
江平駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
江平駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

作木口 胴
どう

の口
くち

【登場人物】　奏楽
そうがく

　大太鼓
おおだいこ

　小太鼓
こだいこ

　手打鉦
てうちがね

　笛
ふえ

囃子方
はやしかた

だけで演じられる神楽で、最初は厳
おごそ

かに、中頃は優雅に、

後段は華やかに演奏され、全ての神楽囃子が組み込まれていま

す。

かつては奉納神楽において始めに奏された演目です。

駅名は広島県三次市の作木地区（旧・作木村）への入り口

であることに由来。

胴の口は太鼓の奏楽だけの神楽で、もともと神楽のはじめ

に演じられていた、神楽の入口となる演目である。

島根県
邑智郡
邑南町

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト
作木口駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
作木口駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
作木口駅



Kawai
タイプライターテキスト
作木口駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

香淀 羅生門
らしょうもん

【登場人物】　源頼光
みなもとのらいこう

　渡辺綱
わたなべのつな

　乳母白妙
うばしろたえ

　酒呑童子
しゅてんどうじ

　茨木童子
いばらぎどうじ

「戻り橋」において左の腕を切り取られた茨木童子の為、鬼の大

将・酒呑童子は腕を切った張本人である渡辺綱の乳母に化け、ま

んまと綱の館に忍び込み、腕を取り返して茨木童子にもみ付けま

す。

事態に気づいた綱は戦いを挑みますが、鬼の妖術に苦戦。主君の

源頼光も駆けつけますが、鬼達は虚空
こくう

飛天
ひてん

の術で住処
すみか

の大江山に

逃げていきます。

駅がある地は門田
もんでん

地区。

この門をくぐって本格的に広島神楽圏域へ入っていくの

だ。

茨木童子の腕が再生したように、ふるさと創生を願って。

広島県
三次市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
香淀駅



Kawai
タイプライターテキスト
香淀駅



Kawai
タイプライターテキスト
香淀駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
香淀駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

式敷 滝
たき

夜叉
やしゃ

姫
ひめ

【登場人物】　大宅中将光圀
おおやのちゅうじょうみつくに

　従者
じゅうしゃ

　滝夜叉姫
たきやしゃひめ

　夜叉丸
やしゃまる

　蜘蛛丸
くもまる

　

天慶
てんぎょう

の乱で討たれた平将門
たいらまさかど

の娘・五月姫
さつきひめ

は父の無念を晴らすた

め、京都貴船明神
きょうときふねみょうじん

に願掛けし、妖術を授かります。その後「滝夜

叉姫」と名を変え、夜叉丸・蜘蛛丸と共に「相馬
そうま

城」を根城
ねじろ

に謀
むほん

反を企
くわだ

てます。しかし、陰陽師
おんみょうじ

大宅中将光圀によって妖術は破ら

れ、鬼女となって立ち向かいますが、あえなく討ち取られてしま

います。

美しい姫から一瞬にして鬼に変化する技が冴える人気演目です。

広島を代表する新舞は安芸高田市で生まれた。

滝夜叉姫は紅葉狩と並んで新舞を代表する演目。

広島県
安芸高田

市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
式敷駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
式敷駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
式敷駅（下りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
式敷駅（上りホーム）



Kawai
タイプライターテキスト
式敷駅（上りホーム）



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

信木 子持
こもち

山姥
やまうば

【登場人物】　源頼光
みなもとのらいこう

　碓井貞光
うすいさだみつ

　山姥
やまうば

　怪童丸
かいどうまる

東国を平定に向かう源頼光と渡辺綱。信州（長野県）明野山
あけのやま

で宿

を求めた場所は、山姥の屋敷でした。山姥は息子・怪童丸ととも

に人をだましては財宝を奪う山賊であり、夜更け、頼光らに襲い

掛かります。

激しい戦いの末、とうとう頼光達の武勇に屈した二人。山姥は、

昔、都の武士の妻であり、夫亡き後都を追われた悲しい身の上で

ある事を語り、「我が子だけは」と怪童丸の助命を必死に乞いま

す。親子の情にうたれた頼光は怪童丸の腕を見込み、家来にしま

す。そして山姥は奥山に姿を消すのでした。

怪童丸はのちに「坂田金時」となり四天王として大活躍します。

子を思う母の姿に思わずホロリとしてしまう演目です。

山姥のように、我が子が都会に出て活躍しているケースも

多いのでは。

しかし三江線筋には元気なおじいちゃんやおばあちゃんが

多いのが魅力だ。

広島県
安芸高田

市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
信木駅



Kawai
タイプライターテキスト
信木駅江津方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

所木 玉藻
たまも

の前
まえ

登場人物　坂部庄司蔵人
さかべのしょうじぐらうど

　金毛九尾狐
きんもうきゅうびのきつね

　玉藻の前
たまものまえ

　桜の前
さくらのまえ

　安倍
あべのせいめ

清明泰親
いやすちか

　　　関白藤原忠道
かんぱくふじわらただみち

　賀茂明神巫女
かものみょうじんみこ

平安時代、天竺
てんじく

（インド）や唐（中国）で国家を揺るがした金毛

九尾狐が日本に渡来し、坂部庄司蔵人の娘に乗り移って「玉藻の

前」を名乗ります。成長するにつれその美貌
びぼう

は増し、ついに鳥羽

上皇の寵愛
ちょうあい

を一身に受けるようになります。しかし上皇は次第に

身心が衰弱
すいじゃく

したため、陰陽師
おんみょうじ

・安倍清明泰親は玉藻の前に詰め寄

りますが、言葉巧みにかわされます。そこで賀茂明神
かもみょうじん

の加護を得

て、ついにその正体を見破りますが、九尾狐は那須野ヶ原
なすのがはら

（栃木

県）に飛び去ります。

泰親と玉藻の前の火花を散らす問答の場面は見逃せません。

悪狐伝
あっこでん

の前編・中編・最終編の前編にあたる。「玉藻の

前」は、地元佐々部神楽団の得意演目。美しい姫が徐々に

妖狐の正体を現していくところなど見せ場の多い演目だ。

広島県
安芸高田

市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

船佐 悪狐
あっこ

伝
でん

【登場人物】　珍
ちん

斎
さい

　玉藻の前
たまものまえ

　九尾狐
きゅうびのきつね

　三浦介
みうらのすけ

　上総介
かずさのすけ

都を追われ、那須野ヶ原
なすのがはら

に逃げ込んだ金毛
きんもう

九尾狐は、十念寺
じゅうねんじ

の和

尚をだまして取り食らうなど悪事を重ねますが、帝
みかど

の命令を受け

た弓の名人、三浦介・上総介によって討ち取られます。

珍斎和尚はアドリブ全開の道化役。九尾の狐も客席になだれ込ん

で大暴れ。笑いあり怪しさありの、楽しい演目です。

退治されたはずの妖狐が、殺生石
せっしょうせき

となり、なおも人に災い

をもたらす。この殺生石を玄翁和尚
げんのうおしょう

が鉄槌で割って悪霊を

封じ込める。割られた殺生石は全国各地の「高田」という

地に飛散した。、そのひとつがここ「安芸高田市」だとい

う。

広島県
安芸高田

市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅江津方向



Kawai
タイプライターテキスト
所木駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

長谷 鍾
しょう

馗
き

【登場人物】　素盞鳴尊
すさのおのみこと

　大疫神
だいえきしん

素盞鳴尊が唐の国(中国)に渡ったとき「鍾馗」と名乗って病魔を退

治しますが、その一族・春夏秋冬の病原体
びょうげんたい

である「大疫神」が日

本に渡って暴れるので、厄払いの茅
ち

の輪と宝剣で再び退治すると

いう筋立てです。

無病息災
むびょうそくさい

を願うこの演目は、地味な二人舞ながら、重厚かつ勇壮

な舞であり、とても大事にされています。

唯一の通過がある駅であり、秘境駅として最近マニアに人

気とか。

鍾馗も最近イベントでは出会えなくなっているが、マニア

にはたまらない演目だ。
広島県
三次市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
長谷駅



Kawai
タイプライターテキスト
長谷駅



Kawai
タイプライターテキスト
長谷駅江津方向

Kawai
タイプライターテキスト

Kawai
タイプライターテキスト



Kawai
タイプライターテキスト
長谷駅三次方向



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

粟屋 曽我
そが

兄弟
きょうだい

【登場人物】　河津三郎祐泰
かわづさぶろうすけひろ

　工藤佐衛門尉祐経
くどうさえもんのじょうすけつね

　鬼王丸
きおうまる

　曽我
そがのじゅうろ

十郎祐成
うすけなり

　曽我五郎時致
そがのごろうときむね

　曽我兄弟の母
そがきょうだいのはは

だまし討ちにあった父・河津三郎祐泰の遺恨
いこん

を晴らすため、曽我

十郎祐成・五郎時致兄弟は涙ながらに引き留める母を説得し、宿

敵・工藤佐衛門尉祐経に立ち向かいます。鬼王丸の助太刀を得

て、兄弟は見事に父の仇を討ち、本懐
ほんかい

を遂げるのでした。

日本人の人情に訴える悲しくもたくましい物語です。

曽我兄弟仇討ちは、忠臣蔵や伊賀越えの仇討ちとならんで

「日本三大仇討ち」に数えられるが、三次市にある鳳源寺
ほうげんじ

は、忠臣蔵ゆかりの寺として知られ、１１月中旬に赤穂藩
あこうはん

四十七士をしのぶ三次義士祭が開かれている。また、隣接

する安芸高田市には曽我神社や、兄十郎の恋人の墓があ

り、沿線の地域に関わりの深い演目として、愛されてい

る。

広島県
三次市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
粟谷駅



Kawai
タイプライターテキスト
粟谷駅



Kawai
タイプライターテキスト
粟谷駅三次方向



三江線神
駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

尾関山 紅葉狩
もみじがり

【登場人物】　平維茂
たいらのこれもち

　従者
じゅうしゃ

　八幡大菩薩
はちまんだいぼさつ

　鬼女大王
きじょだいおう

　赤蜘蛛
あかぐも

白蜘蛛
しらぐも

　木又権兵衛
きのまたごんべえ

平維茂は信州(長野県)戸隠山
とがくしやま

で鹿狩りをしていましたが、道に迷っ

てしまいます。

その様子をうかがう戸隠山の鬼女・白蜘蛛・赤蜘蛛は、早速「良

き獲物」の到来を鬼女大王に知らせます。

鬼女達は紅葉狩に興じる美女に化け、維茂を酒宴に誘い込みま

す。色香に惑わされてしまった維茂は、どっぷりと酔い眠ってし

まいますが、夢に八幡大菩薩が現れて美女の正体が鬼女であるこ

とを告げ、神剣を授けます。

目を覚ました維茂は、すぐさま鬼女たちに立ち向かい、見事に退

治するのでした。

３人の妖艶な姫の登場には思わず息を呑みます。

尾関山公園は桜と紅葉の名所であり、まさに紅葉狩を楽し

める地。

また付近の比熊山
ひぐまやま

には、「稲生物怪録
いのうもののけろく

」という妖怪伝説が

残り、この伝説も「鬼女・紅葉伝説」も実録といわれてい

る。

広島県
三次市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc



Kawai
タイプライターテキスト
尾関山駅



Kawai
タイプライターテキスト
尾関山駅



Kawai
タイプライターテキスト
尾関山駅三次方向



Kawai
タイプライターテキスト
尾関山駅



駅名 神楽愛称駅名 演目解説 「演目との関連等」 所在地

三次 土蜘蛛
つちぐも

【登場人物】　源頼光
みなもとのらいこう

　卜部季武
うらべのすえたけ

　坂田金時
さかたのきんとき

　胡蝶
こちょう

　土蜘蛛精魂
つちぐもせいこん

数々の武勇伝を残す源頼光ですが、重い病に伏せっていました。

そこに侍女の胡蝶が「良薬」を持って帰ってきます。早速「良

薬」を服用しますが、苦しみはさらに増します。実は胡蝶の正体

こそ、天下を乱そうとする土蜘蛛の精魂で「良薬」は「毒薬」

だったのです。

しかしさすがの頼光、枕元の宝刀を抜き、土蜘蛛を切りつけ追い

払います。宝刀は「蜘蛛切丸
くもきりまる

」と名付け、家来の卜部季武・坂田

金時に授け、土蜘蛛の跡を追わせて見事に退治します。

三次駅は、芸備線、福塩線、三江線が走り、山陽と山陰を

繋ぐ県北の中心駅である。駅から目にする中国山地の山並

みや高谷山（約500ｍ）から眺める霧の海は幻想的であ

る。十日市地域では「ひまわり子ども神楽団」が活躍して

いる。宝刀「蜘蛛切丸
くもきりまる

」で葛城山
かつらぎさん

に棲む土蜘蛛と同じよう

に三次に棲む物の怪や悪を退治して住みよい町づくりを

願っている。

広島県
三次市

神楽参考資料：大元神楽・神楽と風流（山陰民俗学会）・広島県の神楽（真下三郎著）・高宮の神楽・美土里神楽帖・石見神楽解体新書etc

三江線神楽愛称駅名板　演目解説



Kawai
タイプライターテキスト
三次駅

Kawai
タイプライターテキスト



Kawai
タイプライターテキスト
三次駅



Kawai
タイプライターテキスト
三次駅三番ホーム


	名称未設定



